
令和７年度第１回君津市在宅医療・介護連携推進協議会会議録 
 

１ 開催日  令和７年６月２５日（水） 
 
２ 時間   午後７時００分から午後８時１５分 
 
３ 開催場所 君津市役所６階災害対策室 
 
４ 委嘱状交付 
 
５ 議事 
 ・会長及び副会長の選出 
 
６ 議題 

・協議事項 
（１）君津市在宅医療・介護連携推進事業について 
   在宅医療・介護連携推進にむけての短期目標及び取り組み 
（２）医療・介護関係者の研修について 

（３）地域住民への普及啓発について 

・報告事項 

（４）地域の医療・介護の資源の把握について 
（５）在宅医療・介護関係者に関する相談支援について 

（６）医療・介護関係者の情報共有の支援について 

（７）認知症初期集中支援チームについて 
 
７ 公開または非公開の別 公開 
 

８ 出席委員１０名 保住 寛   渡邉 眞一郎 神  由紀彦 
平野 直樹  廣谷 知子  須永 洋平 
山内 正太郎 石川 雅尚  石井 彰   立野 慎也   

 
９ 欠席委員１名  平野 真澄 
 
１０ 出席職員１０名 

高齢者支援課長      高橋 さよ 
高齢者支援課地域包括支援室長    落合 由佳 
高齢者支援課地域包括支援室総括保健師  開田 亜貴子 
高齢者支援課地域包括支援室副総括保健師   沼津 樹 
高齢者支援課地域包括支援室主任介護支援専門員 山口 礼子 
高齢者支援課地域包括支援室主任介護支援専門員 藤原 香 

高齢者支援課地域包括支援室社会福祉士   村山 亮太 
高齢者支援課地域包括支援室主任主事     鶴見 直子 
高齢者支援課高齢者健康増進係長        庄司 祐子 
高齢者支援課高齢者健康増進係総括保健師    秋元 一浩 

 
１１ 傍聴者０名 

（午後７時００分開会） 
 



○落合室長 

皆様、こんばんは。本日は、大変お忙しい中、ご出席をいただきまして厚くお礼

申し上げます。本日の進行を務めます、福祉部高齢者支援課地域包括支援室長の落

合でございます。よろしくお願いいたします。 

 ただいまから令和７年度第１回在宅医療・介護連携推進協議会を開催いたしま

す。はじめに、委員になっていただく皆様に委嘱状並びに辞令の交付をいたしま

す。本来であれば、市長から委嘱状を交付するところでございますが、所用により

出席できないため、福祉部長がお渡しいたします。 

委員の任期は２年間とし、令和７年４月１日から令和９年３月３１日までとなり

ます。お名前をお呼びしますので、自席にてお受け取りください。君津市国保年金

課 平野 真澄につきましては、本日欠席しておりますので後日交付させていただ

きます。 

 

～委嘱状の交付～  省略 

 

○落合室長 

それでは、福祉部長 丸 博幸より、ご挨拶申しあげます。 

  

○丸部長 

 皆さま、こんばんは。君津市福祉部長の丸でございます。本日はお忙しい中、令

和７年度第１回目の君津市在宅医療・介護連携推進協議会にご出席いただきまし

て、誠にありがとうございます。また、日頃より本市の福祉行政に対しまして、多

大なるご理解とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。 

本来であれば、市長がご挨拶を申し上げるべきところですが、所用により出席で

きないため、代わりまして一言ご挨拶をさせていただきます。   

このたび委嘱状を交付させていただきました１１名の委員の皆様には、今後２年

間、ご多忙な折ではありますが、それぞれの専門的立場から貴重なご意見やご提言

を賜りますようお願い申し上げます。 

さて、本市は団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年を迎え、その高齢化率は

すでに３３.９％に達しております。さらに、団塊ジュニア世代が６５歳以上になる

２０４０年に向けて、本市でも地域包括ケアシステムの更なる充実と推進が求めら

れております。私たち一人ひとりが住み慣れた地域で安心して暮らし続けるために

は、多職種連携による在宅医療と介護の一体的支援体制の構築が不可欠です。委員

の皆様には、それぞれの専門分野から積極的な意見交換や提案をお願いするととも

に、多職種間の連携強化によって、高齢者やそのご家族が安心して暮らせる地域づ

くりにご尽力いただきたいと存じます。 

結びにあたり、皆さま方の今後益々のご活躍と、ご健康、ご多幸を心よりお祈り

申し上げまして、ご挨拶とさせていただきます。本日は誠にありがとうございまし

た。 

 



～委員の自己紹介～ 省略 

 

～職員紹介～    省略 

 

〇落合室長 

ここで、福祉部長は所用により退席させていただきます。 

本日の出席委員は委員総数１１名のところ１０名と、過半数に達しておりますの

で、君津市在宅医療・介護連携推進協議会設置要項第６条第２項の規定により、本

協議会は成立することを報告します。 

また、本日の会議につきましては、君津市審議会等の会議の公開に関する規則に

より、公開することとなっております。本日の傍聴人はおりませんので、ご報告さ

せていただきます。 

なお、本日の会議ですが会議録を作成し、公開します。併せて、詳しい事例や検

討中の資料等に関しましては公開しませんのであらかじめご了解ください。 

また、終了予定時間に会議が終了できるように、議題ごとに時間を区切らせてい

ただきます。時間となりましたら事務局から合図しますので、ご協力をよろしくお

願いいたします。 

それでは、議事に入ります。まず、協議会の会長と副会長を選出したいと存じま

す。君津市在宅医療・介護連携推進協議会設置要綱第５条の規定により、会議の議

長は、会長が務めることになっておりますが、まだ会長が選出されておりませんの

で、その間、高橋課長に議事進行をお願いします。 

 

 

〇高橋課長 

暫時、議長を務めさせていただきます。よろしくお願いします。 

それでは、「会長および副会長の選出について」でございます。会長および副会長の

選出方法は、君津市在宅医療・介護連携推進協議会設置要綱に基づき、委員の互選

となっております。よって、この選出については、委員の皆様による、推薦により

たいと存じますが、ご異議ございませんでしょうか。 

 

〇委員、異議なし 

 

〇高橋課長 

ご異議なしと認め、推薦により行いたいと存じます。初めに、会長について、ど

なたか推薦はございませんか。 

 

〇平野直樹委員 

 保住委員を推薦します。 

 

 



〇高橋課長 

ただいま、保住委員を会長にとの推薦がありました。他に推薦される方はござい

ますか。他にないようでございますので、お諮りいたします。保住委員を会長とす

ることに、ご異議はございませんか。 

 

〇委員異議なし 

 

〇高橋課長 

ご異議なしと認め、会長を保住委員に決定いたします。ただいま会長が選任され

ましたので、私の議事進行は、ここまでとさせていただきます。ご協力ありがとう

ございました。 

 

〇落合室長 

保住会長には、これ以降の議事進行をよろしくお願いいたします。 

 会議に先立ちまして、君津市在宅医療・介護連携推進協議会の保住会長にご挨拶

をいただきたく存じます。 

 

○保住会長 

君津市在宅医療・介護連携推進協議会の会長を務めることになりました。これで

３期目となりますが、まだ慣れないところもありますので、今後ともよろしくお願

いします。それでは、この議事に続き、副会長の選出について進めてまいります。

副会長の推薦についてどなたかいらっしゃいますか。 

 

 

〇立野委員 

 渡邊委員を推薦します。 

  

〇保住会長 

ただいま、渡邉委員を副会長に、との推薦がありました。 他に推薦される方はご

ざいますか。他にないようですので、お諮りいたします。渡邊委員を副会長とする

ことに、ご異議ございませんか。 

 

〇委員異議なし 

 

〇保住会長 

ご異議なしと認め、副会長を渡邊委員に決定いたします。それでは、渡邊副会

長、就任のあいさつを一言お願いします。 

 

〇渡邊委員 

 君津市介護支援専門員協議会の会長を務めさせていただいております、渡邉眞一



郎と申します。今回の会議が初めての参加で至らない点もあるかと思いますが、勉

強させていただきながら努めていこうと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 

○保住会長 

それでは、議題に入ります。 

議題１、在宅医療・介護連携推進にむけての短期目標について、事務局からの説

明をお願いします。 

 

【 議題１ 在宅医療・介護連携推進にむけての短期目標について 】 

 

（ 事 務 局 説 明 ） 

 

〇保住会長 

説明ありがとうございました。委員の皆様で質問やご意見などございましたら、

挙手したのち、発言の方お願いいたします。 

 短期目標はプラン通り進んでいると思いますが、第３次以降の長期目標にむけた

短期目標は決まっていますか。 

 

〇事務局 

目標については、今まで行っていたものを継続し、巡回していくものになるた

め、一定の期間でまた評価を行う予定です。厚生労働省の「在宅医療・介護連携の

手引き」を指標として用いているため、それを確認しながら目標・指標を提示して

いくようになります。 

 

〇保住会長 

本日出席している委員の皆様にも関わってくるもので、どの職種でも協力・活動

していく必要があると思います。私は君津木更津医師会としてですが、協力できる

ところはさせてもらえばと考えています。続きまして、議題２に移ろうと思いま

す。議題２、医療・介護関係者の研修について、事務局から説明をお願いします。 

 

【 議題２ 医療・介護関係者の研修について 】 

 

（ 事 務 局 説 明 ） 

 

◯保住会長 

 説明ありがとうございました。委員の皆様で質問やご意見などございましたら、

挙手したのち、発言の方お願いいたします。 

 

 



◯渡邊委員 

人数制限について質問です。参加者は４０人～５０人の想定となっていますが、

ケアマネジャーは主婦層が多いため、夜は参加が難しいかもしれません。下限人数

はありますか。 

 

○事務局 

下限は特にもうけていません。会場である集団指導室にあまり密にならず適度に

入るようにということと、過去の開催実績より４０人～５０人を想定しています。 

 

◯保住会長 

昨年度も開催時間は難しいという議論をしました。日中は介護・看護の方の参加

が難しい等、色々考えての時間設定と思います。呼びかけの工夫は必要になると思

いますが、今年も関係者ができるだけ参加できるよう呼びかけをしてもらえればと

思います。 

 

◯山内委員 

前回研修は介護関係者の参加が少なかったと思います。今回はヘルパーの方に参

加してほしい内容なので、声掛けの協力をしていきたいと考えています。 

 

○保住会長 

続きまして、議題３に移ろうと思います。議題３、地域住民への普及啓発につい

て、事務局から説明をお願いします。 

 

【 議題３ 地域住民への普及啓発について 】 

 

（ 事 務 局 説 明 ） 

◯保住会長 

説明ありがとうございました。委員の皆様で質問やご意見などございましたら、

挙手したのち、発言の方お願いいたします。会場が変わった理由は何かあります

か。 

 

◯事務局 

日程を決めてから会場を押さえたため、広い会場がここしかなかったという理由

になります。 

 

◯保住会長 

参加者の年代から考えると移動が大変かもしれないので、誘導に気をつけて実施

をしていただければと思います。人生会議はこれで４回目になりますが、何度も参

加している方には浸透しているのではないでしょうか。講師の許可がいりますが、

動画として残し、市民の方が簡単にアクセスできる形で残していくのはどうかと思



います。興味を持っている人に広く発信するスタイルでいくのはいかがでしょう。 

 

○事務局 

 ご意見ありがとうございます。 

 

○保住会長 

 続きまして、議題４に移ろうと思います。議題４、地域の医療・介護の資源の把

握について、事務局から説明をお願いします。 

 

【 議題４ 地域の医療・介護の資源の把握について 】 

 

（ 事 務 局 説 明 ） 

 

【 議題５ 在宅医療・介護関係者に関する相談支援について  】 

 

（ 事 務 局 説 明 ） 

 

【 議題６ 医療・介護関係者の情報共有の支援について 】 

 

（ 事 務 局 説 明 ） 

 

【 議題７ 認知症初期集中支援チームについて 】 

 

（ 事 務 局 説 明 ） 

 

 

○保住会長 

 説明ありがとうございました。委員の皆様で質問やご意見などございましたら、

挙手したのち、発言の方お願いいたします。 

 

◯須永委員 

議題４について、木更津通所リハビリが入っていないのと、薬丸病院の通所リハ

が終わっている等、その都度アップデート、修正等お願いできたらと思います。 

 

○事務局 

ありがとうございます。また何か気づいたことがあればご連絡ください。 

 

◯保住議長 

議題５について、問題があがってからでないと動けないという現状があります

が、他職種連携等の横のつながりで対応したり、もっと相談しやすい仕組みができ



ればと思います。仕組みのアップデートをして、支援チームや医療従事者が相談し

やすい体制をつくって協力していきましょう。 

 

◯渡邊委員 

議題６について、エチケット集は研修会の際に先生からとてもいいと言われまし

た。これが広がって連携がしやすい体制が整えられればと思います。 

 

◯保住議長 

エチケット集については私も使わせてもらっています。ネットで閲覧ができるよ

うにする等考えていければと思います。大変と思いますが、困った方がアクセスで

きるものを複数作れればと思います。 

 

○事務局 

ご意見ありがとうございます。 

 

◯保住議長 

議題５と議題７はかぶるところと重なるところがあると思います。医療全般であ

れば症例検討会にあげることになりますが、認知の問題は非常に難しいと思いま

す。とても困ってからの活動になっていますが、軽いうちから救う仕組みができれ

ばいいと思います。 

 

【 その他 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施について 】 

 

（ 事 務 局 説 明 ） 

 

 

◯石井委員 

小糸地区はＨｂＡ１ｃ １３.３%、糖尿病３２.８%となっているが、これはどう読

み解けばいいでしょうか。 

 

○事務局 

小糸地区の健診結果から介護を受けている、受けていない人含めて高血糖の人が

多い。介護認定を受けている人の基礎疾患の糖尿病は市平均より低い、ということ

が言えると思います。 

 

○落合室長 

他にご質問等ありますか。ないようですので、事務局の方から連絡事項が１つあ

ります。 

 

 



○事務局 

次回の在宅医療・介護連携推進協議会は、来年の２月を予定しております。よろ

しくお願いいたします。 

 

○落合室長 

ありがとうございました。以上を持ちまして、令和７年度第１回君津市在宅医

療・介護連携推進協議会を終了いたします。 

 本日は、お忙しい中、誠にありがとうございました。 

 

 

 


